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"馬 の ない馬車グの将来

森 本 真 佐 男

。将.来の 自動 車へ の 一案(ア メ リカ ・USス チ ー ル社)

1

自動 車 は その は じ め"馬 の な い馬 車"(HorslessCarriage)と よ ばれ た時

代 が あ っ た 。 人 や 荷 物 を運 搬 す る交 通 機 関 と して 、自動 車 が発 明 され る前 は 、

馬 車 が そ の役 割 を 果 して い た 。 高貴 な人 々 の た め の 豪 華 な馬 車 、 一 般 の人 々

の た め の屋 根 の な い一 頭 立 の馬 車 、 乗 合 馬 車 、荷 馬 車 、 郵 便 馬 車 、 幌 馬 車 な

ど… … … これ らは 動 力 が馬 とエ ンヂ ンの差 こ そ あれ 、 今 日の 乗 用 車 、 バ ス 、

トラ ッ ク 、 ス テ ー シ ョン ・ワ ゴ ンな ど と基 本 的 に は 同 じ役 割 を果 して い た も

の と い うこ とが 出 来 よ う。

さ しづ め 、 馬 に ま た が って しっ くす る姿 は今 日の二 輪 車(オ ー トバ イ)の

姿 で あ り、鋤 を引 い て畑 を耕 す 馬 は トラ ク タ ー に変 っ た と見 られ る。 人 々 は

馬 車 の 原 動 力 で あ る馬 の 代 りと して エ ンヂ ン を考 え た 。 した が って 初 期 の 自

動 車 は馬 の な い馬 車 と い わ れ る通 り、形 も馬 車 と そ っ く りで 、造 り方 も構 造 も、

馬 車 の それ を踏 襲 した。 今 日、ク ー ペ(Coupe')と か カ ブ リオ レー(Cabriolet)
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と か ラ ン ドー(Landau)と か い う自動 車 の型 式 の 呼 び 名 や 、 ダ ッ シ ュ ・ボ ー

ドな ど と い う部 分 の 名称 は 皆 馬 車 の それ か ら来 た も の で あ る 。

2

"馬 の な い 馬 車 ク は しか し自動 車(Automobile)と な って 正 に 自分 で 走 り

出 した 。 す な わ ち動 力 がエ ンヂ ンに な って 馬 車 よ り性 能 が よ くな り、構 造 も

改良されて来る媽 車とは違導 卿 ζして独立嗜 エンヂ轡 卑 .

き奴 強力なものになる爨 に・'馬区勲装罩鰹 ㌢ シ・ン・鱒 解

どが・動車としての機能囃 出紺 う.1無 改善されて墜 韓 術

車 よ りは コ ンパ ク トな箱 型 に ま と め られ 、 い わ ば 自動 車 の 典 型 が 出 来:ヒっ た 。

馬 車 と は異 っ た 自動 車 の機 能 が 社 会 に浸 透 し、 生 活 に欠 くこ との 出 来 な い新

しい 交 通 機 関 の一 つ と な って 生 産 が急 増 す る につ れ て コ ンベ ヤ ー ・ラ イ ン に

よ る量 産 体 制 も整 い、 車体 も馬 車 職 人 の仕 事 か ら完 全 に脱 却 して 、 ミデ ザ イ

ンミ され た も の と な っ た。

3

1930年 の 後 半 ご ろ か ら、 自動 車 の性 能 が ます ます 向 上 し、道 路 も完 備 され

て きて 、 自動 車 が ス ピー ドの一 つ の 象徴 と考 え られ る よ うに な る と 、 それ を

.外観 上 に ま で 及 ぼ し、ス ピー ドに対 して 合 理 的 な形 体 と い う もの が 追 求 され 、

い わゆ る流 線 型 と い う もの が 出現 した。 特 に ドイッ ・チ エ ッ コ な ど中 欧 の 理

智 的 な国 々 に あ って その 傾 向 が強 く、 ドイ ツ の ア ドラー 、 フ オ ル ク ス ・ワ ー

ゲ ン、 チ エ ッ コの タ トラ な どは その代 表 的 な もの で あ る。 その 外 観 は 空 気 力

学 的 に追 求 さ れ た もの で あ っ た 。 ア メ リカ で も ク ラ イ ス ラー 社 が ま っ先 に流

線 型 を と り入 れ て 、 シ ャ シ ー に対 して ボ デー を前 進 させ 、 フ ー ドは下 げ 、ヘ

ッ ドラ ンプ を は め 込 み 、 ウ ィ ン ドシー ル ドはV型 に ま げ て 後 方 に傾 け られ 、

車体 後 部 は ゆ るや か に下 降 した 。今 で い うフ ァス ト ・バ ッ ク ス タ イル の先 駆
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・自動車の人間工学

で あ る。 これ らの 曲 面 の 多 い形 を可能 に した の は 大型 プ レス加 工 と熔 接 に よ

る オー ル ・ス チ ー ル構 造 で 、生 産 方式 にお いて も画 期 的 な革 新 が な され た。

1939年 に ア メ リカ の 自動 車 デ ザ イナ ー 、 ア レ ン氏 は 自動 車 の ス タ イル の 将 来

を予 測 して 、 自動 車 の ス タ イ ル は将 来 、 除 々 に完 全流 線 型 に な る と予 言 した 。

4

ア レ ン氏 が 自動 車 の ス タ イル の 未 来 を予 言 して か ら約30年 後 の 今 日、 果 し

て氏 が 予 言 した よ うな形 の 完 全流 線 型 に、 す べ て の 車 が な って い る で あ ろ う

か 。 この 予 言 は 外 れ た 、 と い って よ いの で は な い か と思 われ る経過 を た ど っ

・1939年 に ア レ ン氏 が画 い た
、 それ ま での 自動 車 ス タ イ ルの経 過 と未 来 へ の予 想 図
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て い る よ うで あ る。 完 全流 線 型 の 自動 車 は 今 日 、 わ ず か に試 作 車 に それ ら し

い もの を見 る に す ぎ な い し、 完 全 流 線 型 へ の過 程 と して 考 え られ た 短 い フ ー'

ドに も な っ て い ない 。

ア レ ン氏 は 次 の点 で 大 きな見 ま ちが い が あ っ た よ うで あ る。

(1}自 動 車 の進 歩 を、 ス ピー ドの 向 上 と い うこ とだ け に視 点 をお い て い

た 。 こ れ は 自動 車 は ス ピニ ドの 象徴 と され た 当 時 と して無 理 か らぬ

こ とで は あ る。

② 技 術 的 可 能 性 の 予測 が む つ か し か っ た。

(3)自 動 車 の用 途 の 多様 化 が 考 え られ て い な か っ た 。

(4)自 動 車 を と りま く環 境 や 型 態 美 に対 す る社 会 的 感 覚 の 変化 の 予 測 を

考 慮 しな か った 。

自動 車 の ス ピー ドの 向 上 と、 ス ピー ドにふ さ わ しい型 態 の 追 求 は 、 自動 車

を一 変 させ 、 そ れ に と も な うい ろ い ろ な技術 的 困 難 性 を可 能 に した 。 ス ピー

ドの 向 上 に と も な い 当 然生 じる走 行 安 定 性 の た あ のサ ス ペ ンシ ョンや 操 向 装

置 、 ブ レー キ 、 特 に 車体 重 心 を低 くす るた め の サ ス ペ ンシ ョ ン とフ レー ム の

組 合 せ 、 背 の低 いエ ンヂ ン、 曲 面 の 多 いボ デー の形 を成 立 たせ るた めの カ ー

ブ ガ ラス 、 ドア ー や ボ ンネ ッ ト、 トラ ン ク な ど の部 分 的 な技 術 的解 決 が あ っ

て は じめ て可 能 と な った 。

し か し外 観 は必 ず しも完 全 流 線 型 へ の直 線 コ ー ズ は た ど らず 、 フー ドは か

えっ て 長 く な っ た り、 車体 後 部 は流 線 型 と は全 く逆 の ノ ッチ バ ッ ク(後 部 窓

と トラ ン ク との 間 に は っ き り段 の っ い て い る形)に なぢ た り した 。 ま た 、 乗

用 車 と い っ て も ス ピー ド感 の あふ れ るス ポ ー ツ カー か ら、 最 も収 容 能 力 の 大

きい ス テ ー シ ョ ン ・ワ ゴ ン に至 る ま で い ろ一い ろ の車 種 に分 化 して そ れ ぞ れ に

相 応 しい デザ イ ンが な され 、 ま た ノ ッチ ・バ ンク あ りフ ァ ス トバ ック あ り、

ハ ー ド トッ プ あ り等 、 い ろ い ろの タ イ プ が生 れ て 、 ぎ わめ て 多様 化 した 。 ス

タ イ ル と して は ス ピー ドに対 す る合 理 性 の 追 求 と い う こ と ば か りで な く、 自
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動 車 が生 活 をエ ン ジ ョイす る にふ さわ しい形 を あ た え る こ と を要 求 され 、 人

々の 美 的 感 覚 を満 足 させ る要 素 が増 大 して 、時 に は機 能 よ り美 観 の 方 が優 先

す るこ と も あ っ た 。 イ タ リー の カ ス タ ム カ ー の 優 美 な ス タ イ ル は 、世 界 の 自

動 車 ス タ イ ル傾 向 に 影 響 を あ た え る と と もに 、 世 界 の 自動 車 デ ザ イ ンは 、 車

種 が 多様 化 、 多 彩 化 した 一 方 、 一 つ に な った 。 実 用 的 で しか も装飾 性 の 強 か

っ た ア メ リ カの 自動 車 も、ク ラ シ ック な伝 統 を固 執 して い た イ ギ リス の 車 も、

理 ず め で冷 か っ た ドイッ の 車 も、 シ ンプ ル で面 の 美 し さ を生 か した 造型 へ と

向 っ て 来 て い る。

5

自動 車 の性 能 向 上 に と も な っ て 、設 計 上 地 道 な研 究 と、 デ ザ イナ ー の協 力

に よ っ て と り入 れ られ て 来 たの は人 間工 学 的 設 計 と安 全 性 へ の配 慮 で あ る。

ス ピー ドの 向 上 に と も な うブ レー キ 性 能 や走 行 安 定 性 は 、 自動 車 の 安 全 性

の 基 本 で 、 まず 重 心 の低 い、 抵 抗 の少 い デ ザ イ ンへ と指 向 して 来 た 。 ま た外

形 は な るべ く凸 起 の 少 いス ムー ス な面 と な った 。 視 界 を大 き くす るた め 窓 面

積 は拡 大 され 、 視 界 を さ ま た げ る柱 は技 術 的 に 可 能 な ギ リギ リの太 さ まで細

め られ た 。 メ ー タ ー類 は 見 や す い よ うに運 転 席 の 正 面 に取 りつ け られ 、操 作

ハ ン ドル や ノ ッ プ類 の操 作 しや す い配 置 や形 に な っ た 。 イ ンテ リア の デ ザ イ

ン は衝 突 の際 な るべ くシ ョッ クの 少 い よ うにす る装 備 を基 本 に して デ ザ イ ン

され る。 そ れ に は計 器板 の ク ラ ッシ ュパ ッ ト、コー ン タ イ プ の ス テ ア リ ン グ ・

ハ ン ドル 、 ソ フ トタ ッチ の ドアー サ イ ド トリム や 引 手 や サ/バ イ ザ ー な どは

安 全 性 と ス タ イ リ ン グ を兼 ね た苦 心 の デザ イ ン と い うべ きで あ ろ う。 ま た こ

れ らを可 能 に す る材 料 や 工 作 法 の 開発 の努 力 は 、 自動 車 が 大 量 生 産 され る も

の で あ り、か つ 絶 対 に 品 質 の 保 証 され た もの で な け れ.ばな ら な いの で 、一 見簡

単 に見 え て も非 常 に 多 くの 試 験 と研 究 を経 た もの で あ る。

自動 車 の性 能 向 上 に と も な うデザ イ ンの 発 展 の た め に、 こ れ を裏 づ け る技
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術 的 可 能 性 と い う こ との 内 容 は 、複 雑 に して 微 妙 な一 歩 一 歩 の積 み 重 ね で あ

る。

6

安 全 性 に つ い て 、技 術 者 とデ ザ イナ ー の こ ら した 地 道 な努 力 に も か ・わ ら

ず 、 自動 車 の 安 全性 は ます ます 重 要 な問 題 と な っ て来 た 。 自動 車 事 故 に よ る

人命 の損 傷 が 特 に 重 大 問 題 と な っ て い るア メ リカ で は 、 まず 政 府 買 上 の 車 両

に っ い て26項 目に わた る安 全 対 策 が施 され て い な け れ ば な ら ない こ と を規 定

す る と と も に 、 市 販 の 車 両 に対 して も1968年 型 か らほfこ れ に近 い安 全対 策

を実 施 しな け れ ば な らな い こ と を決 め た も よ うで あ る。 こ れ らの 事 項 の 中 に

は す で に実 施 され て い る項 目 も 多 い が、 さ らに 追 加 しな け れ ば な らな い項 目

も含 ん で い る。 こ れ らの安 全項 目 を満 足 し、 さ らに よ り安 全 な車 へ と進 み 、

デザ イ ン と合 致 した方 向 に向 っ て い くこ とは 明 らか で あ る。

7

〃馬 の な い 馬 車"は
、 は じめ 、 馬 車 の 馬 をエ ンヂ ンに お き か え た。 そ の う

ちに その 車 は'Automobile'と な っ て 、本 当 に 自 らの 力 で 自 らの道 を走 り

出 した。 馬 車 と は似 て も似 っ か な い ス ピー ドの 象 徴 と な り、 生 活 に 欠 くこ と

の 出 来 な い、 人間 の重 要 な道 具 と な り、 人類 の 生 活 が複 雑 多様 で あ る よ'うに

自動 車 も ま た 多種 、 多様 と な っ た 。 今 日、将 来 の 自動 車 と して描 かれ る 、 い

わゆ る モドリー ム ・カー ミ に は 、 エ ヤ ー カ ー と か、 自動 操 従 と か 、色 々の ア

イデ ア が あ るが 、 ア レ ン氏 が か って 予 言 した 、完 全 流 線 型 の もの た ・"一っ で

は あ り得 な い で あ ろ う。

ス ピー ドの 増 大 と、 あ らゆ る意 味 で の安 全 性 と が 表 裏 一 体 と な っ た もの 、

それ を 合 致 させ た デ ザ イ ンが 、 自動 車 の 今 日 と将 来 へ 向 っ て の 絶 え ざ る 目標

で あ る 。
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